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(54)【発明の名称】 内視鏡用コネクタ装置

(57)【要約】
【課題】本発明の目的は、修理作業を容易にした内視鏡
用コネクタ装置を提供し、また、コネクタ内に回路基板
を立体的にコンパクトに配置し、外部プロセッサからの
コネクタ部の突出を抑えた内視鏡用コネクタ装置を提供
することにある。
【解決手段】本発明は、コネクタ２の本体部内に信号ケ
ーブル１５と回路基板９を配置し、この回路基板９の長
手方向の軸を避けてオフセットした位置に作業長および
修理長分の信号ケーブル１５を収めたものであり、さら
に上記コネクタ２の本体部内に上記回路基板９の後端部
に少なくとも一部がオーバーラップしたオフセット領域
に、フェライトコア１６を配置し、上記フェライトコア
１６の横に作業長および修理長分の信号ケーブル１５を
収めた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡の接眼部に取り付けられ、内視鏡
像を撮像するための撮像素子を有した内視鏡用撮像装置
のコネクタ、または内視鏡先端部に撮像素子を設けた電
子式内視鏡のコネクタを、外部ビデオプロセッサのレセ
プタクルに接続し、上述した撮像素子からの情報をビデ
オプロセッサに伝送するための内視鏡用コネクタ装置に
おいて、
上記コネクタの本体部内に作業および修理を行なうに必
要な長さ分の信号ケーブルを収めたことを特徴とする内
視鏡用撮像装置。
【請求項２】  内視鏡の接眼部に取り付けられ内視鏡像
を撮像するための撮像素子を有した内視鏡用撮像装置の
コネクタ、または内視鏡先端部に撮像素子を設けた電子
式内視鏡のコネクタを、外部ビデオプロセッサのレセプ
タクルに接続し、上述した撮像素子からの情報をビデオ
プロセッサに伝送するための内視鏡用コネクタ装置にお
いて、
上記コネクタの本体部内に信号ケーブルと回路基板を配
置し、回路基板の長手方向の軸を避けてオフセットした
位置に作業長および修理長分の信号ケーブルを収めたこ
とを特徴とする内視鏡用撮像装置。
【請求項３】  内視鏡の接眼部に取り付けられ内視鏡像
を撮像するための撮像素子を有した内視鏡用撮像装置の
コネクタ、または内視鏡先端部に撮像素子を設けた電子
式内視鏡のコネクタを、外部ビデオプロセッサのレセプ
タクルに接続し、上述した撮像素子からの情報をビデオ
プロセッサに伝送するための内視鏡用コネクタ装置にお
いて、
上記コネクタの本体部内に信号ケーブルとフェライトコ
アと回路基板を配置し、回路基板の長手方向の軸を避け
て上記回路基板の後端部に少なくとも一部がオーバーラ
ップしたオフセット領域に上記フェライトコアを配置
し、上記フェライトコアの横に作業長および修理長分の
信号ケーブルを収めたことを特徴とする内視鏡用撮像装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡の接眼部に
取り付けられ、内視鏡像を撮像するための撮像素子を有
した内視鏡用撮像装置のコネクタ、または内視鏡先端部
に撮像素子を設けた電子式内視鏡のコネクタを、外部ビ
デオプロセッサのレセプタクルに接続し、上述した撮像
素子からの情報をビデオプロセッサに伝送するための内
視鏡用コネクタ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】ＣＣＤやＣ－ＭＯＳなどの固体撮像素子
を電子式内視鏡の先端部に設け、この固体撮像素子で得
られた画像信号を外部プロセッサ装置に伝送して画像処
理がなされ、体腔内などの被観察体内の画像をモニタに
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表示するようにした電子式内視鏡装置が知られている。
この場合、電子式内視鏡と外部プロセッサを接続するた
め、電子式内視鏡のカメラケーブルに設けたコネクタを
外部プロセッサのレセプタクルに接続するようにしてい
る。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】ところで、電子式内視
鏡のカメラケーブルには画像信号を伝送する信号ケーブ
ルや信号ケーブルに存在するノイズを除去するフェライ
トコアが配設されている。また、内視鏡用コネクタ装置
内には画像信号を伝送する信号ケーブルや画像信号レベ
ルの調整などを行う回路基板が配置されている。
【０００４】回路基板と信号ケーブルを接続する内視鏡
用コネクタ装置にあっては接点部や回路基板が破損し、
これを修理する場合、信号ケーブルを収納しているコネ
クタ部以外のところから破損した部分を引き出すか、カ
メラケーブルを切って短くし直す必要があり、修理作業
が煩雑であるばかりか、特に細径化した信号ケーブルで
は修理作業中、その信号ケーブルが断線する虞が高かっ
た。
【０００５】また、修理に必要な所定の長さを束ねた信
号ケーブルとフェライトコアを略平型のコネクタ内に回
路基板の長手延長軸上に配置して収納すると、コネクタ
本体の厚みを薄くできるが、外部プロセッサからのコネ
クタの突出量が大きくなって、コネクタに力が加わった
際に外部プロセッサとコネクタの接点部に負担がかかり
やすいという問題があった。
【０００６】本発明は上記問題点を鑑みてなされたもの
であり、その目的とするところは、コネクタの修理に必
要なの長さの信号ケーブルを収納し、修理作業を容易に
した内視鏡用コネクタ装置を提供し、また、コネクタ本
体内に所定の長さの信号ケーブルとフェライトコアと画
像信号レベルの調整などを行う回路基板を立体的にコン
パクトに配置し、外部プロセッサからのコネクタ部の突
出を抑えた内視鏡用コネクタ装置を提供することにあ
る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明は、内視鏡の接眼
部に取り付けられ、内視鏡像を撮像するための撮像素子
を有した内視鏡用撮像装置のコネクタ、または内視鏡先
端部に撮像素子を設けた電子式内視鏡のコネクタを、外
部ビデオプロセッサのレセプタクルに接続し、上述した
撮像素子からの情報をビデオプロセッサに伝送するため
の内視鏡用コネクタ装置において、上記コネクタの本体
部内に作業および修理を行なうに必要な長さの分の信号
ケーブルを収めたことを特徴とするものであり、また、
上記コネクタの本体部内に信号ケーブルと回路基板を配
置し、回路基板の長手方向の軸を避けてオフセットした
位置に作業長および修理長分の信号ケーブルを収めたこ
とを特徴とするものであり、さらに、上記コネクタの本
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体部内に信号ケーブルとフェライトコアと回路基板を配
置し、回路基板の長手方向の軸を避けて上記回路基板の
後端部に少なくとも一部がオーバーラップしたオフセッ
ト領域に上記フェライトコアを配置し、上記フェライト
コアの横に作業長および修理長分の信号ケーブルを収め
たことを特徴とするものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】（第１実施形態）本実施形態は電
子式内視鏡装置についてのコネクタ装置に係り、これを
図１から図５をもって説明する。本発明の内視鏡用コネ
クタ装置としては、内視鏡の接眼部に取り付けられ内視
鏡像を撮像するための撮像素子を設けた内視鏡用撮像装
置に設けられたカメラケーブルのコネクタを外部ビデオ
プロセッサのレセプタクルに接続する内視鏡用コネクタ
装置の場合と、内視鏡先端部に撮像素子を設けた電子式
内視鏡に設けられたカメラケーブルのコネクタを外部ビ
デオプロセッサのレセプタクルに接続する内視鏡用コネ
クタ装置の場合のいずれも含む。
【０００９】図１で示すように、カメラケーブル１の先
端には、図示しない外部のビデオプロセッサ（カメラコ
ントロールユニット）装置のレセプタクルに接続する平
型のコネクタ（プラグ）２が取り付けられている。コネ
クタ２の外装は上下一対のケーシング３，４によって構
成され、このケーシング３，４は平型のコネクタ本体部
５を構成する。
【００１０】コネクタ本体部５は平型に形成され、コネ
クタ本体部５の先端部は図示しないビデオプロセッサ
（カメラコントロールユニット）装置のレセプタクルに
差し込まれる形状に構成され、差込み部となっている。
また、コネクタ本体部５の後端部は上がわのケーシング
３に接合される下がわのケーシング４が下側へはみ出し
て厚みのある把持部となっている。
【００１１】コネクタ本体部５の差込み先端部はケーシ
ング３のみとなっており、このケーシング３の先端部に
は嵌合した状態で接点保持部６が配設されている。接点
保持部６の前端には前方へ突き出した接点部６ａが設け
られており、この接点部６ａの面には複数の接点ピンを
有した接点面となっている。
【００１２】ケーシング３，４は図示しない固定ビスや
固定ネジ２０等により固定されており、ケーシング３，
４は上下に分離・開閉可能である。上がわのケーシング
３の後端部下面部分が開口され、この開口部分を下がわ
のケーシング４が覆うように組み合わされている。
【００１３】ケーシング３，４各々の内側には電気的な
シールドケース７，８が配置されている。各シールドケ
ース７，８はこれに対応するそれぞれのケーシング３，
４の内面に接して配置されている。
【００１４】上がわのケーシング３内にはその長手方向
に沿って回路基板９が同軸的に配置されている。この回
路基板９は上側のシールドケース７に固定ビス１０によ
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り上記ケーシング３に固定されている。図１に示すよう
に回路基板９は接点保持部６の後端に形成した溝６ｂに
先端を嵌め込んで位置決めされている。また、回路基板
９の回路は上記接点保持部６の接点に接続されている。
【００１５】図２に示すように、下がわのケーシング４
には複数の固定ネジ部１１が設けられており、これらの
固定ネジ部１１には後述する支持部材１３と抑え板１４
を支持する固定ビス１２が螺合するようになっている。
下がわのケーシング４の開口部位には支持部材１３と抑
え板１４が配置され、支持部材１３と抑え板１４は上記
固定ネジ部１１を用いて下がわのケーシング４に固定さ
れている。
【００１６】下がわのケーシング４の後端壁にはカメラ
ケーブル１が接続され、さらに下がわのケーシング４内
には上記カメラケーブル１内を通じてコネクタ２内に導
かれた信号ケーブル１５を挿通したフェライトコア１６
が配置されている。このフェライトコア１６は保持部材
１７によって下がわのケーシング４に保持されている。
【００１７】上記保持部材１７は図３に示すように帯状
の部材からなり、その中間部に形成したバンド部１８を
支点としてフェライトコア１６を包み込むように折り曲
げられ、その端には係止爪１９が設けられている。
【００１８】支持部材１３は図４に示すように折り曲げ
て構成され、左右に溝部２１を形成している。支持部材
１３の中央部２２にはキー溝２３が形成されており、上
記保持部材１７の係止爪１９をキー溝２３に嵌め込むこ
とにより、上記保持部材１７は図５に示すように、下が
わのケーシング４の略中央に位置して固定的に支持され
ている。また、図１及び図２に示すように、下がわのケ
ーシング４の内面に設けられたシールドケース８と支持
部材１３との間に形成された空間にフェライトコア１６
を把持する保持部材１７が配置されている。保持部材１
７は支持部材１３に支持されるものであり、支持部材１
３の溝部２１によって形成されるケーブル収納空間２６
には信号ケーブル１５が複数のループを形成して折り畳
むように収納されている。
【００１９】ケーブル収納空間２６に収納されている信
号ケーブル１５の長さは組み立ての作業及び修理に必要
な長さ分であり、複数のループを形成して畳み込まれ、
ケーブル収納空間２６内にコンパクトに収納されてい
る。ケーブル収納空間２６はフェライトコア１６の前後
左右に配置され、かつ回路基板９の長手方向の軸を避け
て、上記回路基板９の後端部に一部がオーバーラップし
たオフセット領域に形成されている。
【００２０】なお、本実施形態ではケーブル収納空間２
６の一部が回路基板９の後端部にオーバーラップしてい
るが、オーバーラップさせないでオフセットするように
配置するものでもよい。
【００２１】信号ケーブル１５を収納したケーブル収納
空間２６の開口は信号ケーブル１５をケーブル収納空間
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２６に導入・導出するスペースを残して一部が上記抑え
板１４によって閉塞されている。抑え板１４は信号ケー
ブル１５がケーシング３側に不用意に移動することを防
止するものである。
【００２２】そして、信号ケーブル１５はカメラケーブ
ル１内を通じて、コネクタ２の下がわのケーシング４内
に導かれ、フェライトコア１６に挿通された後、ケーブ
ル収納空間２６において、複数のループを形成して所定
の長さ分が収納され、上がわのケーシング３内に導か
れ、回路基板９に接続される。上がわのケーシング３内
に導かれた信号ケーブル１５の途中は抑え具２７によっ
て抑え込まれ、ケーシング３に固定されている。
【００２３】抑え具２７は折り曲げた帯状部材の間に信
号ケーブル１５の途中部分を挟み込んだ状態で、図１及
び図２に示すように、上がわのケーシング３に形成した
固定ネジ部２８にねじ込む固定ビス２９によって締付け
固定される。
【００２４】抑え具２７で固定された信号ケーブル１５
の先端からリード線３０が延び、リード線３０は上記回
路基板９に接続されている。つまり、回路基板９と信号
ケーブル１５を接続する部分には負荷が加わらない構造
になっている。
【００２５】コネクタ２内において、上記信号ケーブル
１５と、これが接続された回路基板９とはシールドケー
ス７，８によって覆われている。上記信号ケーブル１５
がコネクタ２内に入り込む部分にはフェライトコア１６
が装填されている。
【００２６】図１と図２に示すように、下がわのケーシ
ング４に形成された空間３１は回路基板９の後端部と長
手軸に対して一部がオーバーラップするように形成さ
れ、かつ回路基板９の長手軸に対して、下にオフセット
して配置されている。下がわのケーシング４の内部空間
３１はフェライトコア１６の保持部材１７と信号ケーブ
ル１５を収納するに要する空間領域よりも深くなるよう
に形成している。
【００２７】尚、上記保持部材１７と支持部材１３は二
体で構成されているが、ポリサルホンやポリアミドなど
の樹脂材料で一体に成形したものでもよい。また、簡単
化のため回路部材は省略し、また、適宜信号ケーブルも
省略している。また、ケーシング３，４及び信号ケーブ
ル１５の取り込み部の接合部はＯリングなどのシール部
材によってシールされている。
【００２８】本実施形態の構成によれば、上記コネクタ
本体部５内に、作業および修理を行なうに必要な長さ分
の信号ケーブル１５を収めているため、コネクタ（プラ
グ）２の接点保持部材６または回路基板９等が破損した
場合、回路基板９から信号ケーブル１５を切断して回路
基板９をコネクタ２から取り外し、ケーシング３，４内
に収められた信号ケーブル１５を引き出し、回路基板９
を交換し、新たな回路基板９をコネクタ２に組み付け、
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回路基板９に信号ケーブル１５と半田付けで接続するこ
とが出来る。すなわち、修理作業に必要な所定の長さの
信号ケーブルがコネクタ部内に収納されているため、接
点部又は回路基板９が破損した場合、容易に回路基板９
の交換修理を行うことが出来る。
【００２９】また、信号ケーブル１５のループ部の高さ
及び保持部材１７の高さよりも下がわのケーシング４の
内部空間を深く構成しているため、ループを形成した信
号ケーブル１５の部分とフェライトコア１６が回路基板
９と信号ケーブル１５の接続部と回路基板９に干渉する
ことなく、これらを立体的に配置することが出来る。そ
して、ループを形成した信号ケーブル１５とフェライト
コア１６はコネクタ内部で回路基板９と立体的に配置
し、コネクタ２の軸方向長さを短くできるため、コネク
タ２が外部のプロセッサから突出する長さを抑えること
が出来る。したがって、コネクタ２が外部プロセッサか
ら突出する長さを抑えるられ、コネクタ２に力が加わっ
た際にもレセプタクルとコネクタ２の接点部が破損し難
い。
【００３０】（第２実施形態）本実施形態のコネクタ装
置について図６から図９をもって説明する。本実施形態
に係るコネクタ装置は前述した第１実施形態のものと基
本的構成を同じくするが、図７に示すように、下がわの
ケーシング４の内部空間３１の略中央底部には係止溝４
１が形成されており、この係止溝４１には、フェライト
コア１６を保持する保持部材１７に形成された係止爪１
９を嵌め込んで係止し、保持部材１７を固定するように
している。保持部材１７は前述した第１実施形態のもの
と基本的な構成が共通であるが、その上下の向きが逆で
ある。これによりフェライトコア１６は下がわのケーシ
ング４に配置されるシールドケース８から所定の距離だ
け離した状態で上記シールドケース８の内部に配置され
る。保持部材１７の上方には信号ケーブル１５が上がわ
のケーシング３側へ不用意に移動することを防止する抑
え板１４が配置されている。上記シールドケース８と抑
え板１４は下がわのケーシング４の固定ネジ部１１に螺
合させる固定ビス１２によって下がわのケーシング４に
固定されている。
【００３１】図８に示すように、フェライトコア１６と
保持部材１７は下がわのケーシング４内の略中央に位置
して固定されており、ケーシング４の内側に配置された
シールドケース８との間には、ケーブル収納空間４５が
形成されている。このケーブル収納用空間４５には図７
にも示すように、複数のループを形成して組み立ての作
業及び修理に必要な長さの信号ケーブル１５が収納され
ている。
【００３２】図６と図７に示すように、ケーブル収納用
空間４５は回路基板９と長手軸に対して一部が重なるよ
うに、また、回路基板９の長手軸に対してオフセットし
て配置されており、下がわのケーシング４はフェライト
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コア１６の保持部材１７と信号ケーブル１５を収納する
空間４５よりも深くなるように形成している。
【００３３】上記の構成によれば、信号ケーブル１５を
挿通したフェライトコア１６は１つの保持部材１７で下
がわのケーシング４に取付け可能であり、部品点数の削
減により低コスト化に貢献できる。また、前述した第１
実施形態のものと同様の作用効果が得られる。
【００３４】尚、本発明は、前述した各実施形態のもの
に限定されるものではない。
【００３５】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、内
視鏡用撮像装置または電子式内視鏡のコネクタ内に修理
作業に必要な所定の長さ分の信号ケーブルを収納するこ
とにより、コネクタにおける接点部や回路基板が破損し
たような場合に信号ケーブルを断線させることなく容易
に修理が出来る。また、回路基板の長手方向の軸を避け
てオフセットした位置に作業長および修理長分の信号ケ
ーブルまたはフェライトコアを収めたから、外部プロセ
ッサのレセプタクルにコネクタを接続したときの突出長
さを抑えることができ、コネクタに力が加わった際にも
外部プロセッサとコネクタの接点部が破損するのを防止
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係る内視鏡用コネクタ
装置の縦断面図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る内視鏡用コネクタ*

8
*装置の横断面図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る内視鏡用コネクタ
装置における保持部材の正面図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る内視鏡用コネクタ
装置における支持部材の斜視図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係る内視鏡用コネクタ
装置における下がわのケーシング部分の平面図である。
【図６】本発明の第２実施形態に係る内視鏡用コネクタ
装置の縦断面図である。
【図７】本発明の第２実施形態に係る内視鏡用コネクタ
装置の横断面図である。
【図８】本発明の第２実施形態に係る内視鏡用コネクタ
装置における下がわのケーシング部分の平面図である。
【符号の説明】
１…カメラケーブル
２…コネクタ（プラグ）
３…ケーシング
４…ケーシング
５…平型のコネクタ本体部
６…接点保持部
９…回路基板
１３…支持部材
１５…信号ケーブル
１６…フェライトコア
１７…保持部材
２６…ケーブル収納空間

【図１】 【図３】

【図４】 【図６】
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